岡 鉄 兵、 岡 田 三郎、 塚 原 健次郎 などと いう 人達が 始終 

投書して いて、 いつでも、 特等と いうの か 一等と いう 

のか、 特に 他の 人達のより 大きく 別の 欄へ 掲載され る 

ので、 それで 記憶に 残って いるよう な 気がする。 そん 

なに 『文章 世界』 をよ く 読んで いた けれども、 一 人の 

人の 見方 や、 考え方で、 取捨の 決まって 行く 投書と い 

う ものが、 私 は 嫌いで、 遂に 一度 もしょうと 思った こ 

とがなかった。 

『女子 文壇』 も 私 はちよ いちょい みたよう な 気がする _ 

『女子 文壇』 は、 母が とってい たの を、 いつも 私が 読む 

のであった。 その 頃 女流の 作家で は、 田 村 俊 子、 水 野 
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